
マルチ・キャンパスシステムなど新たな国立大学モデルの構築
～ 世界屈指の研究大学を目指して ～

◆若手や次世代を担う研究拠点候補を重点的に育

成・支援する「研究の進展に合わせた多層的なシ
ステム」の構築

◆国際的に魅力ある教育プログラムの充実（3,200名の留学生受入へ）
・大学院授業の英語化の推進
・G30プログラムによる留学生受け入れ枠の拡大 等

◆ G30プログラムの日本人学生への拡大
◆ジョイント・ディグリー推進につながる国際大学間コンソーシアムを主導

◆アジアの研究者と世界の課題解決に挑む「アジア共創教育研究機構」の活
動推進

◆海外への情報発信機能の強化に向けた広報体制の拡充

◆機動的な施策提示・審議・執行が可能な体制構築

・統括理事（プロボスト）の設置
・学内の多様な意見の反映に向けた教育研究評議会
の見直し 等

◆戦略的で開かれた教員選考の実施

◆男女共同参画の推進（女性教員比率を30％へ）
◆ユニバーシティ・デザイン・ワークショップによる
大学経営人材の育成

◆総長直轄組織であるDevelopment Officeを中心とした
ファンドレイジングの機能強化（基金残高100億円以
上）

・株式等の評価性資産の寄附受入の強化

・同窓会海外支部を通じた外国人卒業生へのファンド

レイジングの強化 等

◆財源の多様化による財務基盤の強化

・財務戦略室を中心とした収益事業強化（大学保有不動産の
活用、エクステンション・プログラム開設 等）

◆参加大学の自律性を尊重しながらも、地域の国立

大学間の壁を取り払う新たなマルチ・キャンパス
システムを実現

・個々の大学の持つ強みに
応じた研究拠点形成、教育
研究機能強化、公的資金・
外部資金の獲得増、国際
競争力強化 等

◆イノベーションの創出、実践的人材育成、産業界への貢献等に向けた研究
マネジメント体制の強化

◆｢組織｣対｢組織｣の本格的な産学共同研究の推進
・共同研究費用負担の適正化に対応する「指定共同研究」の推進
・産学共同研究講座・部門の拡充（50へ）等

◆産学官共創によるオープンイノベーション研究開発拠点の整備

◆大学発ベンチャー企業の創出による産業への貢献
・スタートアップ支援、アントレプレナーシップ教育の充実 等

◆博士課程教育の高度化と質保証に向けた全学的プラットフォーム「博士課
程教育推進機構」の設置
・トランスファラブル・スキルの涵養 等

◆最先端研究拠点等と連携した博士課程教育プログラムの提供
・卓越大学院の設置 等

◆国際研究ネットワークと連動したジョイント・ディグリー実施（20ユニット）

◆産学共創教育(Sharing Education)の推進
◆博士後期課程学生の経済支援・キャリアパスの拡大
・基金を活用した奨学金の創設 等

◆世界的に卓越した研究拠点の確立

・重点分野として「WPI拠点が先導する化学・生物学融
合研究」「未来エレクトロニクス研究」「素粒子・宇宙
物理学」「超高齢社会を支える医学・生命科学研究」

・最先端国際研究ユニット(WPI-next)の拡大（6ユニットへ）
・若手育成プログラム（Young Leaders Cultivation）の拡大（50名へ）
・若手新分野創成研究ユニットの拡大（16ユニットへ） 等



リソース共有による財政基盤強化

次世代教育の展開による教育力強化

大型研究拠点の形成等による

研究力強化

大学連携を核とした

産業構造の変革

人生100年時代を担う

リカレント教育

卓越した研究成果の社会実装

多様な次世代人材育成
（女性・外国人）

国や産業界からの
多様な財源

世界屈指の研究大学による

Society 5.0 の実現

愛岐留学生
就職支援ｺﾝｿｰｼｱﾑ

東海地区大学広域ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌｧﾝﾄﾞ

東海型数理・ﾃﾞｰﾀ科学教育
連携会議

東海地区事務連携

ＩＣＴ・国際的教育研究環境の整備、ファンドレイジング
に向けた中部財界との対話、産学連携マネジメント等のノ
ウハウとリソースのシェアリング 等

ＩＣＴを基盤とした次世代教養教育の開発・実践、共通科
目を中心とした科目の共用により教育の相互補完と多様化
を実現 等

大学の枠を超えた強み・特色の集約による
大型研究拠点の形成 等

世界と戦う東海地域における
これまでの連携実績

次世代航空機、次世代ものづくりなど大学を
中核とするｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを軸とした新たな地方創生を実現 等

東海地区を国際的にも有数のTech Innovation 
Smart Societyとするための転換に貢献

糖鎖生命コア研究拠点形成による健康長寿
社会への貢献

医療情報データ統合による革新的
医療発展への貢献

業務関係ｼｽﾃﾑの運用管理一元化
計画的・効率的な経営の効率化

東海国立大学機構（仮称）を基幹とした Society5.0
TOKAI - PRACTISS

Tokai Universities’ Project to Renovate Area Chubu into Tech Innovation Smart Society

Society5.0の基盤となる

次世代型高等教育



マルチ・キャンパスシステムなど新たな国立大学モデルの構築
～ 財政基盤の強化 ～

総 収 入 予 算 額

約1,047億円

F Y 2 0 1 7

総 収 入 予 算 額

約1,400億円

1 0 年 後

指定国立大学法人として、規制の撤廃を前提に収益事業の拡大とファン
ドレイジングの強化を図り、教育研究の充実のための財政基盤を強化し、
国及び国費への依存度を低下させることで、持続的な大学改革を実現

名 古 屋 大 学 基 金

約 1 3 7 億 円

F Y 2 0 1 7

名 古 屋 大 学 基 金

約 1 4 7 億 円

F Y 2 0 2 0


